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July 2000 京都大学

本学所蔵の

技術史関連標本資料 と

その果たすべ き役割
駒井謙治郎

京都大学総合博:物館の新館の建設が,2001年 度開館

を目指 して,旧 文学部博物館南側で急ピッチで進め

られている。総合博物館の中身は,文 化史,自 然史

を中心 として,こ れに技術史を一部含んで構成され

るようであるが,本 学における技術史関係の資料の

収蔵状況は,平 成7年 度京都大学教育研究特別経費

による調査 ・研究報告書の中で,「京都大学所蔵技術

史関係標本資料の収蔵状況」(1996年3月 刊)に 纏

められてお りその概要は以下の通 りである。

技術史関連標本資料は,工 学部,農 学部,総 合人

間学部に主 として所蔵 されており,総 合人間学部の

資料所蔵状況は,旧 制第三高等学校所蔵機器資料調

査グループによる別途資料がある。工学部所蔵資料

の特色 を要約すると,本 学が東京大学のように大震

災や戦禍 を受けなかったことにより,創立以来の貴

重 な資料が多数保存 されていることにある。これ

は,土 木工学,建 築学,機 械工学,電 気工学各教室

に当てはまるが,工 業化学教室では,残 念ながら,度

重なる移転等 により殆ど資料が残 されていない。

土木工学教室では,戦 前 ・戦後の教育および研究

に用いられた種 々の計測機器(主 に輸入 されたも

の)が ケースの中に保管されてお り,ま た,ト ンネ

ル掘削のためのシール ド工法の概念模型や鴨緑江鉄

道橋,他 構造 物の模型7点 がよく保存されている。琵

琶湖疎水写真,琵 琶湖疎水水路閣,蹴 上水力発電所

写真,田 邊朔郎教授が記 した琵琶湖疎水図面集,創

設期の英文で執筆 された卒業論文 ・卒業設計図面

集,橋 梁設計教材模型等の貴重な資料等は現在,土

木100周 年記念事業で整備された資料展示室に展示

されている。

建築系教 室所蔵資料 は教室創設 時及 びその後10

数年 間 に収 集(購 入 ・寄贈)さ れた ものが大部分 を

占め,我 が国で も抜 きんでた貴重 な資料 が多数保存

されている。特記すべ きコ レクシ ョンとして は,ま

ず第一 に日野法界 寺阿弥 陀堂模 型(国 宝建造物 の大

規模[縮 尺1/10],か つ精巧 な模 型)と,F.L.ラ イ

ト設計 になる帝 国ホテ ル模 型が あ る。 と くに後者

は,近 代 建築 において著名 な建築家 ライ トの傑作 で

建築その もの は戦後撤去 されて現存せず,そ の一 部

は明治村で復元 されてはい るが,全 貌 を知 ることが

で きる資料 として唯一の もので、現在 、国の内外 か

ら展 示借 り出 しの希望が相次いでいる貴重 な模型で

あ る。その他,三 層宝塔(浄 瑠璃寺)模 型,法 隆寺

伽藍模型,枢 密 院鉄筋模型等,数 十点の大型建築模

型が保存 され てい る一方,古 建 築標本 と して,浄 妙

寺高欄一部,東 福 寺古柱,鎌 倉時代高欄一部,東 福

寺東司桝,肘 木,智 恩寺多宝塔巻斗,法 隆寺 中門巻

斗,壁 一部,工 芸 品 として,支 那唐代名器,エ ナ メ

ル トリプ ッシェ,唐 代土豚,古 代襖引手,唐 代土馬

等 々が ある。

機械工学教室所蔵資料 も建築学教室 と同様,教 室

創設時 及びその後10数 年間 に収集(購 入 ・寄贈)さ

れた ものが大部分 を占め,と くに,全 長2.2mの 全木

製蒸気機 関車模型 と全木製台車模型 は,た びたびマ

スコ ミに も取 り上 げ られ,内 外 の研究者が調査 に訪

れるな ど,極 めて希有な ものであ る。また,1890年

代 に独 よ り輸 入 され た機 械 メカニズム教育模型69

点,全 木製 クラ ンク機構模 型,全 木製蒸気機 関模型,
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複動蒸気機関 ピス トン模 型(ア メ リカ製)等 の教育

用模 型,1920年 代 に,独,ス イス よ り輸入 され た工

作機械,測 定器械十数点,こ れ も ドイツよ り輸入 さ

れた機関車,鉄 道車両設計 図三十数点等 が保存 され

てい る。

電気工 学教 室 には,開 学 にあ た り ドイツか ら購入

した直流交流両用 発電機,外 国か ら輸入 され た電気

工学参考書,さ らに,電 気工学教室で 開発 ・製作 さ

れた電球実物等が保存 されているが,土 木,建 築,

機械 各教室 と比べ ると点数は少 ない。

以上述べ た ように,工 学部 には他大学 にはない貴

重な科学技術標本 が多数保存 されてお り,こ れ らの

標 本 には,京 都大学の歴史の なかで一時代 を築 いた

証 となるものや,技 術 の伝 承、技術の原点 として大

きな価値 がある ものが少 な くない。

大学 と社 会 との関わ りが強 ま り,大 学 にお ける教

育 ・研 究への社会の理解が益 々必要 とされ る時代 に

あ って,博 物館 には,本 来の研究 ・教育 を行 うのみ

ならず,市 民 に解放 され た情報発信基地 と して の役

割が課せ られてい る。それで は情報発信 基地 として

の総 合博:物館 において,技 術史部 門を設 ける意味 は

何処 にあ るのであろ うか。

21世 紀 を目前 に控 えた今 日,目 覚 ま しい科学技術

の進歩 と歩調 を合 わせて社会全 体の変化 もまた,目

ま ぐる しい ものがあ り,と くに,情 報革命が我 々の

生活 を根本 か ら変 えつつあ る。21世紀 において も日

本が 日の当た る国 になれ るか どうかの分 かれ目は,

国民,と くに,若 者が どれだけ情報 ・技術革命 に関

心 を示すか どうか にかか ってい るとされてい る。我

が国の ように全 く資源が な く,食 料,エ ネルギ ー,

工業材料の ほとん どすべ てを輸入 しなけれ ば生 きて

ゆけない環境 下で,今 後 もモ ノを輸 出 して外貨 を稼

いで行 くには,い わゆるモ ノ作 りに繋が る科学技術

へ の国民の理解 を欠 くことがで きないことは明白で

ある。すなわち,技 術史部門の役 割の一つ は,21世

紀 の 日本の科学技術の さらなる充実 に向けて国民的

合意 を形成 し,若 者 の理工系離れ を防 ぐ啓蒙活動 を

展 開する ことにあ る。大学 に対す る市民 の関心の高

さは,京 都大学創立百周年の記念事業の一環 として

1997年11月 に開催 された,展 覧会 「知的生産の伝

統 と未来」(総 合博 物館 において 開催)と,同 工学

部 サテライ ト会場への入場者総数が約一万八千 人 と

予想外 の多数 に上 った ことか らも明 らかである。

総 合博物館 が,本 学 に保存 され てい る多数の貴重

な技術 史関連の標 本資料 を活用 し,本 学が科学技術

の発展 に貢献 して きた軌跡 を展示 する こ と,さ ら

に,若 者 が気軽 に訪 れて標本模型等 を 目に し,科 学

技術 の可能性,楽 しさに目覚め る機会 を提供す るこ

と,こ の二 つを総合博物館が提供 で きるな らば,こ

れ に越 した ことはない と考 える。

(京都大学大 学院工 学研究 科教授 機 械材料設計学)
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ふ れ あ い サ イ エ ンス

大野照文

● は じめに

　昨年,文 部省 は,ひ ょっ とする と後 世に高 く評価

され るか もしれない プロジェク トを一つ立ち上げた。

それが 「ふれあいサ イエ ンス」で ある。実験 や実 習

を通 じて高校生 や中学生 に,大 学 で どの ような研 究

が行 われてい るか を じか に知 って もらお うとい う趣

旨である。今年 は北海道 か ら長崎県 まで,全 国50の

大学 で,研 究室,農 場 や臨海実験所 を会場 に して,数

日の 日程でそれぞれの大学の特色 を生 か したプログ

ラムが組 まれた。全 国で50の プロ グラムが企画 さ

れ,多 くの ものは夏休 み に企 画 され,我 々の プログ

ラム も1999年8月9日 か ら8月ll日 にかけて行 った。

　 プロジェク トの画期 的 な点はつ ぎの ような もので

ある。それは,こ の プロジェク トが文部省 が大学 を

今 までに もま して社会 に開放 する姿勢 を明確 に打 ち

出 した点 にある。従来か らも文部省 は学会 な どに学

問の成果 を社会 に普及 させるための講演会 開催 など

の助 成 を行 って きたが,今 回は,一 挙 に50も の プロ

グ ラム を同時 に走 らせ て,大 学 にお ける研 究 を組織

的に一般 に公開する積極 的姿勢 をみせた ことである。

　 もう一つ重 要な ことは,予 算の出所が文部省の学

術 国際局つ ま り大 学 を所轄す る部 署で あ りなが ら,

そのサー ビスの対 象が,中 学 ・高校 生であ る とい う

点 である。内部の縦割 りの所 管の壁 を破 って,高 等

教 育担 当の局 が初等 ・中等教 育局 の所轄 で ある 中

学 ・高校生 に知 的サ ー ビスの提供 を行 った もので,

これ も高 く評価 される点である。昨今,「 理科離れ」

や,大 学生の基礎 学力の低下な ど,資 源 に乏 しい我

が国の生命線 の一 つであ る 「科学立 国」の基盤 を揺

るが しかねない事態 が進行 している。その対策が叫

ばれている点 か らも,プ ロジェク トが この時期 に立

ち上 がった ことは非常 に時機 を得た ことであ る。

京都大学総合博物館で は,こ の プロジェク トの公

募 があ った と き迷 うこ とな く応 募 を決 めた。 それ

は,こ のプ ロジェク トに対 して,答 申を受 けて今全

国に整備 されつつ ある大学博物館が大 きな役割 を果

た しうる と考 えたか らで ある。平成8年,学 術 審議

会 は答 申を出 し,大 学 における学術 標本 の保全,研

究 を行 うとともに,展 示や公 開講座 な どを通 じて社

会に開かれた大学 の窓 と しての役割 を担 うユ ニバ ー

シテ ィ・ミュージアムを整備 してゆ くべ きこ とを強

く求 めた。

京都大学 では,こ の答 申を先取 りす る形 で,10年

以 上前 か ら250万 点 の学術標 本資料 を一元 的 に収

蔵 ・保全 し,研 究 ・教育 に積極 的に活用す る ととも

に,全 学 の研究成果 を広 く一般 に公 開す るこ とを目

的に大学博物館建設 を独 自に構想 して きた。この答

申の趣 旨にぴった りの企画が文部省 の受け入れる と

ころ とな り,平 成9年 に組織が発足,昨 年3月 には

南棟 の建設 が開始 され,従 前 か ら存在す る本棟 とと

もに,2001年 にはオープ ンする。

この ような役割 を 自負す る総 合博 物館 に とって,

このプ ロジ ェク トは,ま さに腕 の見せ所 と考 えたの

である。

● テーマ

3日 コースのテーマ として取 り上 げたのは,「大文

字 山の科学」であ った。副題 として 「総合科学入 門」

とつけたが,そ れ には,館 の側 に次 の ような思 い入

れがあったか らである。

京 都大学 におかれた博物館 に 「総合」の二文字 が

冠せ られてい ることを館のス タッフの多 くは誇 りに

思 うとともに真摯 に受 け止 めてい る。とい うのは総

合博物館 の教官数 はわず か9名 と少ない ものの,そ
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の カバーする分野 は,理 系 ・人文系 の広 い学 問領域

にわた っている。そ こで,新 生の博:物館 に これだけ

の分野 を網羅 する人材 のい るメリッ トを生か し,20

世紀 に極端 にまで細分化 した学問領域 を もう一度横

断的 に見渡 し,総 合博物館 か ら21世 紀型 の新 しい総

合的学 問を構築 しようではないか とス タッフは意気

込んでい るのである。ただ し,新 館建設 の雑事 にか

まけて,意 気込 みに比べ て行動 が必 ず しも伴 ってい

なか った点は否めない。そこで,ふ れあいサ イエ ン

ス を機 会 に,我 々ス タッフ 自身 も真剣 に 「総 合科 学

入門」 してみ ようとい うこ とにな り,副 題 にわれわ

れの決意表明 ともい うべ き思い を込めたのであ る。

●準備

6月 に我 々の プロポーザ ルが採択 され,実 施案が

検討 された。コースの骨子 としては,1)な ぜ 大文字

山があ るのか につい ての地 質学,2)大 文字 を始め東

山の麓 に寺院が存在す るこ との地理学的考察,3)大

文字山周辺 にかつて大伽藍 を誇 った如 意寺 とその興

亡 につ いての史学的考察,4)大 文字山の動物 学,の

4つ を取 り上 げるこ ととした。大文字山の植物,ま

た,大 文字 山の南 を琵琶湖か ら京都 に流れ る疎水の

話 も候補 として上が ったが,残 念 なが ら担当教官の

日程調整がつ かず次 回に まわすこ ととした。

講義 のテーマ を決 めた り,そ の下準備 をす るの

は,大 学教 官 にとっては 日常茶飯事 であ って,さ ほ

ど問題 な く進行 した。ただ し,博 物館 は建設 中で,ま

だ 自然 史の実 習 に使 える岩石,動 物標 本な どは,理

学部 な どか ら借 り出す必 要があ り,と りわけ動物 の

実習 につかったカモ シカの剥製や全身骨格標本の運

搬 な どで は,大 学院生 の諸 君の 手 を煩 わす こ とと

な った。

しか し,一 番苦慮 したの は人集め だった。昨年 は,

募集事務 は学術振興 会が中心 になって行 い,分 担 す

る大学 チー ムで も独 自に努 力す る とい うや り方 に

な った。しか し,初 年度の ことで もあ り,わ れわれ

の プログ ラムが8月9日 か ら始 まるのに対 し,学 術

振興会で用意 した応募呼びかけ冊子が完成 したのが

7月 初旬 であ り,8月 開催分 の参加締 め切 りの7月21

日までわずか10日 あ ま りとい う厳 しい状 況であっ

た。われわれのプロジェ ク トの参加定員 は,30名 で

あ ったが,締 め切 りまで には,わ ずか5名 しか集 ま

らなか った。この間,総 合博 物館館 長の瀬戸 口烈司

は,市 内の高校 ヘ ポス ター と宣 伝パ ンフ レッ トを

もって挨拶 にゆ くな ど体 を張って募集活動 に遇進 し

た。また,京 大の本部で も事 務組織 を通 じて教職員

の子弟の参加 を呼 びか けて くれ た。あ りがたか った

の は新聞や ラジオ局で,プ ログラムの 開催の直前 ま

で参加の呼 びか けを していた だい たこ とで ある。そ

れで も,よ うや く20名 の応募者 を確保す るのが精一

杯 だった。今後 ともこの ような企画 を進めて ゆ く上

で,募 集方法 につい ては,真 剣 に改善策 を考 えなけ

ればな らない とい う課題が残 された。

一方で は
,準 備段階で い くつ も楽 しいこ とが あっ

京都近郊に生息する哺乳類の骨格についての実習風景
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野外実習風景

た,と りわけ楽 しか ったのは,プ ログラムの最:終日

に予定 され てい る大文字 山登 山の下見であ った。自

然系 と人文系 の教 官が一緒 に山へ登 ったのであ る。

7月21日,カ ンカ ン照 りの暑 い 日で,銀 閣寺の脇 を

通 って大文字 の大の字の頂点 までの登 りは大変つ ら

い ものが あ ったが,登 りの道す が ら露 出す る岩石

や,銀 閣寺の境 内 を通 る断層 についての説明 を文化

史の教官 は興味深 く聞 き,大 の字の頂 点の展望台か

ら大文字山三角点,そ して池の谷地蔵 にかけ ての山

中 に展 開す る山城の跡や如意寺跡の主 要伽藍 の一つ

である深禅院跡では 自然 史の教官が実 際に遺跡 を目

前 に文化 史の教官の話 を聞 き感動するな ど楽 しい一

日であ った。その なかで,こ の ようなや り方が 「総

合科学」につ ながる ヒン トも見 つかった。そ れは,深

禅 院跡 の茶の木であ った。日程 上プ ログラム当 日は

参加で きない植物 学の教 官が,深 禅 院跡 で茶 の木 を

何 本 も見つけたのであ る。そ して,そ の場 で この茶

の木が天然の ものか,そ れ とも深禅 院の ころ に仏教

と関連 して移植 された ものなのかが話題 になった。

そ して,詳 しい史学的検証 と,一 方 では,DNA分 析

を加 えることによって茶の木か ら失 われた如意寺の

実態 に大 き く迫れるので はないか とい う結論 に到達

した ことである。今建設 中の新館 には,DNA分 析装

置 も導 入 される。そ うすれ ば,文 系の学生 も容易 に

このような装 置の恩恵 を被 ることがで きるようにな

るのであ る。 自然 史的手法 を強 く加味 した史学 が

我 々の博 物館で生 まれ るか も知れ ないのであ る。こ

の ような期待 を持つ ことがで きた下見の登山 は,心

地 よい疲 労 を もた らして無事 終 わった。

● 開催

さて,開 催前 に心配 したのは,我 々博物館側 の壮

大 な夢 「総合科学」の創造 とい う意気込 みが,参 加

して くれ る中 ・高校生に伝 わるだ ろうか とい うこと

であ った。さいわい,こ の点 は,杞 憂 に終わ った。最

初の2日 間は,4つ の講義 と,そ れに関連 した実 習

あ るいは,博 物館 の見学 に当て られたが,お おむね

どの講義 ・実習 も非常 に興味 を もって聴講 された。

各講師 ともス ライ ド ・OHP,実 物 標本 な どを交えて

生徒達 には初めての内容 をわか り易 くかみ砕いて伝

え る努力 を していただいた。もちろん,す べ ての内

容 を理解 した訳 ではない と思 う。しか し,わ か らな

いな りに も,第 一線 で研究 している講 師達 か らほ と

ば し り出 る迫 力は生徒達 に十 分伝 わ ったはずで,教

科書 で もテ レビで も,他 のいかなる媒体 をつ かって

も伝 えることので きない この ような学問の熱気 を伝

える ことので きる場 として,ふ れあいサイエ ンスの

果 たす役 割 は大 きい と実感 された。講義 とと もに,

各講師が特別の配慮で見せて くれた 日本最大級 のア

ンモナ イ ト,あ るいは織 田信長,豊 臣秀吉の直筆書
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状 など,今 回参 加 した生徒達 にとっては一生忘れ る

こ とので きない思い出 となっただ ろう。

●最終 日の雨

最終 日は,奈 良県 や兵庫県 では,警 報 がで るほど

の悪天候であ った。 しか し,9時30分 の集合時刻 に

は,11名 が集合 して くれ た。 この悪天候 をついて,

しか も大文字 山へ は登 らず,午 前中銀閣寺へ ゆ くだ

け とい う予定縮小 にもかかわ らず これだけの人数が

あつ まって くれ たの は前の2日 間の講義 ・実習の内

容が生徒 たちに評価 された ことの一つの証 であ り非

常 に心強 く思 われ た。京都大学か ら徒歩で銀閣寺 に

向か う短い巡検で はあったが,道 すが ら大文字山 を

つ くる岩石,断 層地形,そ してそ こに立地す る銀 閣

寺 につ いて,専 門の講師の説 明を聞 くことがで き,

参加 した生徒 たちは飽 きることな くついて きて くれ

た。

●約束

銀 閣寺 を見終 わってい よい よ解散 とい うとき,生

徒達 か らは,ぜ ひ とも大文字 山に登 る機会 を別の 日

に設 けてほ しい との強 い要望 がでた。ふれ あいサ イ

エ ンス と して は,事 業の都合上 これで終了す るこ と

と し,秋 の天候の 良い 日に大文字 山へ登 る企画 をか

ならず実施す ることを約束 して解散 した。

●夢

わずか20名 足 らず の参加で はあったが,生 徒達の

大半は大変熱心で,と りわけ参加者の大半 を占めた

女子生徒の熱心 さが 目立 った。そ して,京 都大学で

の研究者像や研究ス タイル につい て,共 感 を もって

体験 して くれ た。彼 らは,こ れ か らの高校の勉学の

中で,偏 差値 とい うフ ィル ター を通 してでは な く,

自分た ちで 目撃 した大学像 を尺度 にやがて 自分 たち

の進むべ き分 野や大学 を選 んで くれ るのではないか

と期待 す る。 さらに,彼 らの中か ら,我 々のプログ

ラムをきっかけ にした興味 を抱いて大学 に進学 して

くれる生徒が 出て くればこれに勝 る幸せ はない。数

年後 に,そ の なかの一人が総合博物館の新館で,如

意寺の 由来 を調べ るためにそこに生 えている茶 の木

のDNA分 析 を してい る様 を夢 に描 きなが ら報告 を

終 わる。(総 合博物館教授 ・大野照文)

総合博物館 夏休 みサ イエ ンス教 室週 間のお しらせ

京都大学総合博物館 で は,今 年の夏休 みの終わ り,8月21日(月)か ら,8月25日(金)に かけての一週

間,夏 休 みサ イエ ンス教室週 間 として,小 学生 と高校 生向け に夏休 み科学教室 を二つお こない ます。一つ

は 「大学等地域 開放特別事業」の一環 として小学生 を対象 とします。もう一つは,「 ふれあいサ イエ ンス プ

ログラム」の一環 として,高 校生 を対象 としてい ます。詳 しい内容 は以下 に示す とお りです。

1.「 大学等地域 開放特別事業」生命 の進化 を探 る一三葉虫 をさわってみ よう

三葉虫の化石を母岩から取 り出す実習,京 都大学理学部地質学鉱物学教室標本室の見学,古 生物学専門の

教官による地球 ・生命史についてのお話 などがあ ります。三葉虫の化石を実際に手に触れることを通 じて,

数億年前,三 葉虫がどのような環境でどのように生きていたのかを考えます。そ して,地 球の歴史や生命

の歴史について学びます。最後に三葉虫の絶滅 を通 じて地球環境の変化についても学びます。
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開催 日時　　平成12年8月25日(金)午 後1時 ～午後5時

開催場所　　京都 大学総合博 物館

担当者　　　教授 　大野照文

応募資格 ・定員　京都市近郊 の小学生4年 生 か ら6年 生 ・30名

　　 　 (参加 者 には必ず成人が付 き添 って くだ さい)

応募方法 ・問合 せ先　官製往復 はが きに参加希望者の住所 ・氏名 ・年齢 ・性別 ・学校 名 ・学年,保 護者の

一 入の氏名 を書 いて平成12年8月10日(木)ま で に以下の住所 に郵送 して くだ さい。応募者多数の場合 は

抽選 します。返信用 はが きには返信用宛名 を書 いておいて下 さい。

　　 　 京都 大学総 合博物館事業掛 　電 話075-753-3272

　　 　住所 　 〒606-8501京 都市左 京区吉 田本町

2.ふ れ あ い サ イエ ンス プ ロ グ ラム 「博 物 学 を ま るか じ り しよ う」

博 物学 には,と て も面 白い学 問の分野がすべ て含 まれています。そ して,京 都 大学総合博物館 には,自 然

科 学か ら人文科 学 まで,博:物 学の様 々な分 野の第一線 で研究 している先生 たちがい ます。夏休 みの終 わ り

に先生たち と一緒 に博 物学の面 白さを体験 してみ ませんか。

送 り火な どで全 国的に有名 な大文字 山の ひみつ に,自 然科学 と人文科学の両面か ら博物 学的 に迫 ります。

最初の2日 間は,講 義 と実習 です。地学 ・地理学 ・動物学 ・植物 学の先生 方のお話 を聞いた り,貴 重 な標

本 を使 った実習,さ らに普段 はめ ったに見 られない研究室や標本庫の見学 などを します。 また,活 発 に研

究 されてい る館 の先生 と一緒 に魚学 について体験 す るなど,大 文字 だけに とどまらない幅広 い博:物学 の内

容 を楽 しく学べ ます。

最:終日は,大 文字 山に登 っての野外実習 で,こ れ まで勉強 した ことを自分の 目で確 かめ ます。3日 間参加

す る事で,博 物学 の様 々な分野 の面 白 さをまるか じ りで きます。 なお,こ の プログラムは,文 部省科学研

究費補助金研 究成果公開促 進費 による助成 を受 けてい ます。

開催 期間 平成12年8月21日(月)～ 平 成12年8月23日(水)

第1日 目

09:30～09:45

09:45～10:30

10:40～12:00

13:00～14:30

14:40～15:30

オリエ ンテーション

講演 「京都文化のゆ りかごとしての大文字山」(吉 川真司)

実習 「京大総合博物館丸かじり」(吉 川真司 ・大野照文)

講演 「大文字山の植物学」(永 益英敏)

見学 「京都大学の自然史研究最前線 を見る」(大 野照文)

(理学部 ミニ博物館,地 質学教室標本庫,植 物学教室標本庫 見学)

第2日 目

09:30～10:30講i演 「大文字 山の動物 たち」(本 川雅治)

10:40～12:00実 習 「大 文字 山の動物 たちの生活 史」(本 川雅 治)

13:00～15:30講 演 ・実習 「魚 を見 る ・魚 を知 る」(中 坊徹次)

第3日 目

09:30～16:00フ ィール ド ・ワーク 「大文字 山を科学す る」(全 員)

(帰路 坂本 か ら大学 までの交通 費が別途600円 程度必 要です)
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● 「京都文化の ゆ りか ご としての大文字山」

大文 字山は,如 意 ヶ岳 と も呼ばれ ます。これは,10世 紀 中葉頃か ら15世 紀 中葉 まで ここに立 派な伽藍 を誇

る大 きなお寺 があった ことにちなんでい ます。古文書 や古 地図 をもとに当時の大文字 山の様子 を調べ てみ

ま しょう。 また,実 際に大文字 山に登 って遺構 を確 かめてみ ましょう。

● 「大文字山の植物学」

京都市 の まわ りには,シ イが優 占す る照葉樹林,コ ナラが優 占す る落:葉樹 林,ス ギの植林地 な ど様 々な森

林が広 が り,い ろいろな植物が生育 しているのを見 るこ とがで きます。そ こで,講 義 と大文字 山での実 習

を通 して,植 物 の見分 け方,標 本 の作製法 な どを学 び ます。

● 「大文字山の動物たち」

京都府には,本 州に見 られる哺乳類の大部分の種類が生息 しています。また両生類やハ虫類の種類 も豊富

です。京都大学に所蔵 される標本を中心にこれらの動物について調べてみます。また,大 文字山では,足

跡や糞をもとにどのような動物が住んでいるのかを調べてみます。

● 「魚 を見る ・魚 を知る」

お よそ100万 年前,京 都盆地 は海で した。当時の大文字 山にのぼる と古京都湾が一望 で きたはず です。その

湾 には どんな魚がすんでいたので しょうか。100万 年前ですか ら,現 在 の海 にい る魚 と極端 に違 ってはいな

か ったで しょう。古 京都 湾はかな りの内湾で した。ち ょっ と,の ぞいてみ ましょう。

● 「京大総合博:物館丸かじり」・「京都大学の自然史研究最前線を見る」

京都大学にある250万 点あまりの様々な学術標本資料を納めるために現在総合博物館新館を建設中です。参

加者の皆さんには収蔵予定の貴重な門外不出標本を特別にお見せ します。また,理 学部 ミニ博物館など,隠

れた名所の見学を通 じて京都大学について親 しんでいただきます。

参加資格 全国の高校生

1)6月23日 までは直接 日本 学術振興会 まで応募 して くだ さい。

送 り先 〒102-8471東 京都千代 田区麹 町5-3-1ヤ マ トビル4階

日本学術振興会研究事業部研究事業課ふれ あいサ イエ ンス プログラム担当

電話03-3263-1721(代 表)(参 加 申込書その他 についての問い合わせ もここへ)

応募締 め切 り日 平成12年6月23日(金)必 着

1.「 参加 申込書」 に もとつ いて,選 考 を行 い参加者 を決定 します。

2.選 考 の結果 につ いては,各 プログラムが実施 され る2週 間前 までには,参 加 申 し込み を した本 人あ て

に手紙でお知 らせ します。

3.万 一,プ ログラム実施 までの 日数が1週 間以内 になって も選考 の結果が届 かない場合 には上記 までお

問い合わせ下 さい。

2)6月24日(土)以 降8月10日(木)ま では,京 都大学総合博物館事業掛 まで,定 員 に空 きが あるか ど

うか を問い合 わせた上 申 し込 んで くだ さい。

問合 せおよび応募用紙送 り先 〒606-8501京 都市左 京区吉田本 町 京都 大学総合博物館事 業掛

電話075-753-3272フ ァクス075-753-3277
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1.「 参加 申込書」 に もとつ いて,定 員 一杯 まで参加 を認 め ます。

2.選 考 の結果 につ いては,各 プログラムが実施 され る数 日前 まで には,参 加 申 し込み を した本 人あてに

手紙でお知 らせ します。

3.万 一,プ ログラム実施の直前 になって も選考の結果が届 かない場合 には上記 までお問 い合わせ下 さい。

京都大学総合博物館客員教授(平 成11年9月1日 ～平成12年3月31日)

ア ン ドレ イ ・ア ナ トー リエ ヴ ィ ッ チ ・バ ラ ノ フ 氏

Andrey Anatoljevich Balanov

   My scientific fields are ecology, biology and tax-

onomy of midwater fishes of the Northern Pacific. Meso-

pelagic fishes are an important part of the deep water pe-
lagic communities of the World Ocean. Transitional wa-

ter of the Pacific Ocean to east of Japan is a main zone for 

reproduction, early development of the subarctic meso-

pelagic fishes and for feeding some subtropical ones. Nev-

ertheless even species composition of the deep water fishes 

for this region was poorly studied. 

   By the invitation of Professor T. Nakabo I worked at 

the Kyoto University Museum, Kyoto University from 

September 1, 1999 to March 31, 2000. The main aim of 

this joint project was examining of the frozen samples col-

lected from the transitional water of the Northwestern 

Pacific east of Japan and donated by Professor K. 

Kawaguchi (Ocean Research Institute, the University of 

Tokyo). Big collection of the Northwestern Pacific meso-

pelagic fishes was prepared, which contain all main spe-

cies and many rare ones for this region. Almost 73 species 

deep water pelagic and benthopelagic fishes were found 

and included at a collection of fishes of the Kyoto Univer-

sity Museum after finishing of our project. 

   I would like to express my true gratitude to Profes-

sor T. Nakabo and administrative staff of the Kyoto Uni-

versity Museum for giving me an oppotunity to work and 

live at so nice town as Kyoto. Many thanks for all of you 

to have done for this project and me: yours sincere help, 

interesting discussion and care. I hope that results of our 

joint project will be to mutual benefits and strengthen the 
friendly ties between IBM Russian Academy of Sciences 

and the Kyoto University Museum. Special thanks to As-

sociate professor H. Nagamasu for his help and care when 

I occupied a space at his office for 7 months. 

   I like Kyoto very much. I think it is a one of the best 

cities in the World I have seen. We, my family and me, 

enjoyed when stayed at Kyoto. Temples, Japanese gar-

dens (the best!) and people, all were so nice and beauti-

ful!

Andrey Anatoljevich Balanov, Institute of Ma-

rine Biology, Far East Branch, Russian Academy 

of Science, Palchevskij-Street 17, Vladivostok 

690041, Russia
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京都大学総合博 物館客員教授(平 成12年4月1日 ～8月31日)

ア ン ドレ ア ス ・キ ュ ッパ ー ス 氏

Andreas Kuppers

キュ ッパース さん は,1954年 生 まれの ドイッ人で

す。大学 院 までは,地 質学 ・古生物学 を専攻 され,と

りわけ コノ ドン トと呼 ばれる微細 な化石 を使 って地

層の時代 を詳 しく決定 ・編年 した り,そ れ に基づい

て地質構造 を明 らか にす る研 究 を行われ ま した。そ

の後,日 本 に興味 を持 ち始 め,何 度 も来 日 してお ら

れ ます。氏 が 日本 に興 味 を持 たれた詳 しいい きさつ

は聞いてい ませんが,一 つ にはご母堂が鍼 灸の研 究

で 日本 を訪 れてお られた ことも関係するのか もしれ

ませ ん。ボ ン大 学の古 生物学研 究所 時代 の同窓 とい

うことで,1984年 に彼 が最初 に来 日された ときか ら

京都や東京 で頻繁 に落ち合って旧知 を温 めてお りま

した。

さて,氏 の最初 の訪 日は,1986年9月 か らの1年

で,こ の ときは,ド イッ学術交換会(DAAD)の 奨

学生 と して通産省工業技術 院地質調査所客員研究員

として滞在 され,日 本 の地質や災害予知 ・予防 につ

いて研究 され ま した。ど うや らこの間 に 日本 と ドイ

ツの学術交流 の歴史 に興味 を もたれたよ うで,そ の

後1989年 か ら1992年 にか けて ドイツ国立 日本学研

究所東京駐在研究官 として東京 に滞在 された際 には

既 にナ ウマ ンをは じめ とするいわゆる ドイツ人お雇

い教師 の研究 に着手 されてい ました。

その後,ド イツ国立地 球科学研 究セ ンター(ポ ッ

ダム)の 研究 開発企 画調整担 当官 として勤務 され,

研究 を続 けてこ られ ました。研 究成果の一部は1997

年 に日本の各地 の博物館で巡回開催 された 日本 の魚

学 の父 とされる ドイッ人学者 ヒルゲン ドル フにつ い

ての展 覧会企画 の骨子 として生 か されてい ます 。ま

た,近 年糸魚川市 に開館 したフ ォッサマ グナ博物館

の立 ち上 げに も尽力 され,そ の結果遺族 か らのナウ

マ ンの遺 品の寄託 を受 ける ことが出来,優 れた展示

が実現 した とい うエ ピソー ドもあ ります 。

息子のジモン君と

さて,総 合博物 館では,4月 か ら8月 までの5ヶ 月

の滞在期 聞中に日本の近代科学の振 興に寄与 した ド

イッ人学者 たち,と りわけナウマ ンにつ いての科学

史的研究 を行 われ る予定です。流暢 な 日本語 を駆使

され,精 力的 に資料収集 を行 ってお られ ます。ナ ウ

マ ンが当時の 日本 政府 に提 出 した上申書 など新 しい

資料 も見つか り,現 在京都女子大学 の野上裕生教授

と共同で現代語お よび ドイツ語への翻訳作業 などを

されてお ります。

今回の京都での滞在がナ ウマ ンやその他 の ドイッ

人 「お雇い教師」の研究 の レベル向上に大 き く役立

つ とお っ しゃっていただいてお り,受 入教 官 として

も喜 んでお ります。

奥様 のユ タさん もかつて 日本 に永 く滞在 された こ

とが あ り,日 本語が堪能で,息 子 の ジモ ン君 ととも

に5月 か ら6月 にかけて京都 に滞在 され,京 都 に残

る 日本文化 を堪能 されています。

(京都大学総合博 物館 ・大野照 文)
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第7回 公開講座の記 録(2000年5月)

変 わ りゆ く身 の まわ りの 自然

この数十年の急激 な経済成長 によって,わ た した ちの国土は大 き く変貌 した。身の まわ りの 自然は どの よ

うに変わ って しまったのか,里 山や水辺 など身近 な自然の変容 についての講義 を通 じ,人 間 と自然 の関わ

り方 を考 える。

5月20日(土)午 前 の部

田端英雄(里 山研究会)

里 山 を考 える

里 山 とは,歴 史的に繰 り返 し繰 り返 し薪 や炭 を生産す るために伐 られて きた林 一里 山林 と,そ れ に隣接 す

るため池,た め池 の土手,用 水路,田 んぼ,田 んぼの畦な どの農業 環境 とか らなる 自然 である。その里山

の生 き物 はいわ ば身近 な生 き物であ る。その身近な生 き物 たちに大 きな異変が起 きている。急速 に数 を減

ら した り,絶 滅 に瀕 している もの もある。それは減反 による耕作放棄や,薪 炭生産 を中心 とした森林利用

か ら柱材生産重視 な ど,農 業や林業 の変化 に よって,里 山の多様 な環境が失 われ た結果であ る。里山 とい

う身近 な環境の生物多様性 を保全す るため には,里 山 を伐 って利 用 した り,減 反政策 を見直 して中山 間地

の農地で の耕作 を復活 させ る,新 しい林業 や農業 のあ り方 を考 える必要があ る。 しか し,あ ま り時間 は残

されてい ない。

5月20日(土)午 後 の部 草 は世につれ一雑草 をどうみるか

三浦励一(京 都大学大学院農学研究科)

雑草 に代表 される身近 な生物相 は,人 間の生活様

式 の移 り変わ りにともなって栄枯盛衰 をとげてき

た。雑 草 とい えばた くま しさの象徴 であ ったが,

農業技術の進歩はデ ンジソウをは じめい くつ かの

水 田雑草 を今 や絶滅 の危機 に追 いや っている。京

都 の巨椋池は数知れない犠牲者 を出 して きた水害

常襲地 であったが,治 水 ・干拓事業の成功 の陰で,

全国有数 の水生生物相 は壊滅 した。消 えてゆ く植

物 がある一方,都 市 を中心 に,帰 化植物 の流 入が

続 いている。帰化植物 は自然 に対立す る もの と捉

え られがちであった。 しか し,古 く日本 に農業が

伝播 した頃には,農 業 による 自然破壊 の跡 にやは

水田刈後のサンショウモとデンジソウ(福 井県中池見)

り帰 化植物 が生 える ようになった と推測 されてお り,そ の ように古い帰化植物 は,多 くの 日本 人に とって

は 自然 の一部 と認 識 されるに至 った。この ことを考 えれば,「都市 には 自然が ない」とい うよ りも,む しろ

雑 草や帰 化植物 を 自然 と認 め,つ きあい を深 めてい くことも可 能であろ う。
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5月27日(土)午 前 の部 日本 の渚=汀 線 の 自然

加藤 真(京 都大学大学院人間 ・環境学研究科)

海 と陸 との接点 である渚 には,流 れ込 む川 があ り,満 ち引 きする潮 があ り,う ち寄せ る波があ る。海の広

大 さか ら見 れば,そ れ は海岸線 につ らなる線状 の 「海の縁」 にす ぎない。 しか し,海 の生命 の多様性 と生

物 の豊饒 さの中心 は この渚 にあ り,ま た人 々 と海 との接点 もこの渚 にあった。そ して,海 の生態系 の中で

人間の影響 を最 も強 く受 けているの もこの渚 である。

複雑 に入 り組 んだ 日本の海岸線 に沿 って,岬 の突端 には波 の砕 ける荒磯 が,外 洋 に面 したなだ らか な海

岸線 には白砂青松 の砂浜 が,入 江の奥 には ヨシ原 にふ ちどられた干潟が形成 されてい た。その原風景 は,清

き渚,豊 饒 の渚,寄 りもの寄す る渚,ま れ人来 臨の渚 に象徴 されるだろ う。渚 は,河 口,干 潟,藻 場,磯,

砂 浜,サ ンゴ礁,ヒ ルギ林 とい う七つの類型 に分 けるこ とがで きるが,そ れぞれの渚の失われゆ く原風 景

と,そ こでの生物多様性 と生 態系 を紹介 しつつ,渚 の現状 と未 来につ いて考 察 した。

四国興津小室の浜

5月27日(土)午 後 の部 追 われる生 き物 たち

永益英敏(京 都大学総合博物館)

生命 の星で ある地球上 には さま ざまな生物が生息 してい る。しか し有史以来継続 して続 け られて きた地球

上 の生 き物 たちの 目録作 りは まだまだ完成 にはほ ど遠 い。いったい どれ くらいの種数 の生物が存在 してい

るかす ら見 当 もつ いていないのである。それに もかかわ らず,も っ とも生物 多様性 が高 い と信 じられてい

る熱帯地域 を中心 に原生 的な生物環境 は急速 に失 われてお り,数 多 くの生物 たちが確実 に絶滅 に向かって

いる。日本の絶滅危惧生物の調査 を例 に,そ の現状 を紹介 した。生 き物 た ちを絶滅 に追 いやっている大 き

な原 因は開発 や乱獲,そ して人間 によって不注意 に持 ち込 まれた本 来そ こに生育 してい なかった侵 入生物

である。環境 か らみる と水辺,草 原 ・里 山,島 喚 などに生育 する生物 の多 くが絶 滅の脅 威 にさらされてい

る。急速 な個体 数の現 象はその生 き物 に とって どの ような意味 を持 つのか,そ してなぜ 生物の多様性 を保

全 しなければいけないのか について解説 した。
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総 合 博 物館 日誌(平 成12年3月 ～5月)

3月13日(月)第34回 教官会議

3月31日(金)外 国人研究員アンドレイ ・アナ トーリエヴィッチ ・バラノブ氏帰国

4月1日

事務統合によ り総合情報メディアセンター,大型計算機センターと総合博:物館の事務組織が

統合され,大 型計算機センター等事務部 となる。

博物館から配置換

事業掛長 能崎不二夫 附属病院医事課専門職員へ

総務掛 高木 恵 経理部管財課第二管財掛へ

同 島田裕行 大型計算機セ ンター等事務部庶務掛へ

他学部等から転入

専門員 橋本修身 医学部専門員より

博物館事業掛主任 木村智子 施設部企画課総務掛より

研究支援職員 河村たみ枝

外国人研究員アン ドレアス ・キュッパース氏来館

4月10日(月)第35回 教官会議

5月8日(月)第36回 教官会議

5月11日(木)概 算要求総長 ヒアリング
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